02デマ情報によるいじめが起きたらどう対処しますか？
 (
ネット上で身に覚えのないうわさが流れてしまった。
)



問題
中学１年生のAさんは、入学早々中学３年生のB君と付き合っているという噂をネット上で流されてしまった。B君は元サッカー部の部長で女子から人気があり、Aさんは同級生や先輩から目をつけられてしまい、学校に行きづらくなってしまった。もともと目立っていたAさんは、噂が嘘だとわかった後も、同級生や先輩からのいじめが続いた。

解決する方法or考える視点
プロバイダー側の視点
ネット上で悪質な噂を流されないように監視することが必要であるが、莫大な情報を一つ一つ確認することは困難であるし、書き込まれていることの信憑性までは確認できないので、対策に限界がある。
ネット上に噂を書き込んだ側の視点
ネット上に噂を書き込んだのが誰であるか見つけるのは困難であるし、犯人探しをしても根本的な解決にはならない。よって、学校でネットの正しい利用の仕方やいじめられた側の気持ちをみんなで考えるなどして今後同じことが繰り返されないようにする必要である。
保護者側の視点
子どもがどのようなサイトを見ているのかを把握する。

対策案
学校で情報モラル教育やいじめについて考える機会をつくる。
親が子どもが悪質なサイトを閲覧できないようにフィルタリングシステムなどを活用する。
親が子どもがどのようなサイトを見ているのかを把握する。
Aさんの心のケアをし、不登校にならないように予防的なかかわりをする。

